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WOLF ランチャ(アプリケーション連携ツール)ver1.2.0 リリースノート 
 

本書はWOLF ランチャver1.2.0 での変更点を記載しております。 

その他の設定および操作の詳細につきましては WOLFランチャの操作マニュアル を参照ください。 

 

 

1. WOLF データ移行支援ツール ver1.2.0 の適用について 
■WOLF ランチャver1.0.0 、ver1.0.1が既にインストールされている場合 

(1)まずWOLF ランチャのアンインストールしてください。 

(2)Windows のコントロールパネルのプログラムの追加と削除からWOLF ランチャを 

アンインストール後、操作マニュアルに従い、WOLF ランチャ1.2.0をインストールしてください。 

■WOLF ランチャがインストールされていない場合 

(1)操作マニュアルに従い、WOLF ランチャ 1.2.0をインストールしてください。 

 

2. 変更箇所について 
2-1WOLF3.0対応 
(1)現在利用中の WOLF本体のバージョンを指定します。 

(2)WOLFランチャ画面の「動作設定」-「WOLF DB接続設定」の順でボタンを選択します。 
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(3)WOLFDB接続設定画面 

■WOLF3.0の場合 

「WOLF Ver3.0」を選択後、「接続設定」をおこなってください。 

■クライアント環境の場合 

WOLF3.0サーバ PCの IPアドレスかコンピュータ名、ユーザ ID、パスワードを設定してください。 

設定後、「OK」ボタンで設定を終了してください。 

 

 
 

2-2ゼロ処理設定 

■連携プログラムのゼロ処理 

(1)WOLFランチャ画面「設定」ボタンで設定画面を開きます。 

(2)既に登録済みの連携プログラムにゼロ処理を設定する場合は「設定」ボタンで設定画面を表示し、

連携プログラムを選択、「編集」ボタンで画面を開きます。 
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■患者番号ゼロ処理の設定 

設定画面下部の「患者番号 ゼロ処理」の項目から設定をおこないます。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 「患者番号ゼロ処理」より、該当項目を選択します。 

(2) 「追加」ボタンを押下すると、連携プログラム一覧へ設定項目が追加されます。 

※設定項目編集の場合には、「更新」ボタンで設定が完了します。 

(3) 設定完了後、「戻る」ボタンで WOLFランチャ画面に戻ります。 

(4) WOLFランチャ画面「連携プログラム一覧」へ設定項目が追加されます。 

 

 
 

(5)ゼロ処理の設定内容を確認してください。 

ゼロ処理なし：ゼロ処理は行いません。 

ゼロ抑制：WOLFから呼び出し先のプログラムへのカルテ番号からゼロを取り除き呼び出します。 

ゼロ埋め：WOLFから呼び出し先のプログラムへのカルテ番号にゼロを加えます。 

※指定する桁数は、ゼロ埋め後の全体の桁数になります。 

point 
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■ スレーブモードのゼロ処理 

他のアプリケーション側から WOLFを呼び出す機能であり、スレーブモードを使用する際にゼロ処理 

設定をおこないます。 

 

(1) WOLFランチャ画面の「動作設定 ▲」ボタン選択し、「スレープモード」▼ボタンより「有効」を 

選択します。 

(2) 「スレーブモードゼロ処理」▼ボタンより「ゼロ抑制」および「ゼロ埋め」から処理内容を 

選択します。 

  ※「ゼロ埋め」指定時の桁数は、「ゼロ埋め」後のカルテ番号全体の桁数となります。 

 

 
  

2-3富士フィルム社 FCR連携設定 

(1) WOLFランチャ画面「設定」ボタンで設定画面を開きます。 
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(2)連携プログラム「リストから選択」▼ボタンより「富士フィルム FCR」を選択します。 

(3)情報連携プログラムパス欄に「富士フィルム社が提供する情報連携プログラム(Windows 実行ファイ

ル形式)」を指定します。 

(4)情報共有フォルダ欄に情報連携プログラム内で指定する中間ノードフォルダ(情報共有フォルダ)を 

指定します。 

(5)「患者番号 ゼロ処理」は、ゼロ処理が必要な場合に設定をおこないます。 

(6)(1)～(5)の内容を設定後、「追加」ボタンで設定が完了します。 

  ※設定項目編集の場合は、「更新」ボタンで設定が完了します。 

(7)設定完了後、連携プログラム一覧に「富士フィルム FCR」が登録されていることを確認してください。 

 

 
 

(8)登録内容確認後、「戻る」ボタンで WOLFランチャ画面に戻ります。 


